
平成３１年度子供の読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰一覧 

 

表彰名 学校（住所） 特に優れている活動内容 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供の 

読書活動 

優秀実践校 

文部科学 

大臣表彰 

 

池田町立 

池田小学校 

 
（ 今立郡池田町 

稲荷6-1） 

・年に３回の親子読書週間を設定し、親子の感想等の掲示や読み聞かせ 

を実施 

・図書ボランティアによる親子が一緒に読み聞かせを聞く機会の設定 

・国語の授業では、「ビブリオバトル」を取り入れ、相手を引きつけ、 

本の良さをアピールする表現力をつけるための活動を実施 

・廊下に「俳句コーナー」を設置し、辞典や図鑑、子ども歳時記を 

整然と配備することによる、子供たちの俳句作りの推進 

・町立図書館と連携し、毎週木曜日にボランティアによる読み聞かせや、 

学期に１回、司書によるブックトークを実施 

・年に２回の読書週間において、読み終えたページ数を学年目標に定め、 

おすすめの本（教科書出てくる本）を読む活動の実施 

・図書委員による、おすすめの本の紹介や読み聞かせの実施 

※過去の受賞歴なし 

校長 

山本真由美 
 

学級数 

７学級 

 

児童数 

８４名 

高浜町立 

高浜中学校 

 

 

(大飯郡高浜町

宮崎70-15) 

・町内の小中学校（５校）と町立図書館がネットワークで結ばれて 

いることを生かした、学校間等での本の相互貸出し 

・図書館支援員による、読み聞かせ、生徒や教職員への推奨本の紹 

介、特集コーナー作り、不要になった本の活用等の読書活動推進 

・図書館支援員による、館内整理（棚の整理、図書の補修等）、図 

書データの登録作業 

・生徒がくつろげる場所として、簡易ソファーを置くなどの図書室 

のレイアウトの工夫 

・生徒玄関にも本とソファーを用意し、下校時に活用 

・図書委員会の雑誌コーナーを職員室横の新聞コーナーの隣に設置 

し、新聞に関連した内容の本等を配備 

・図書委員が新聞記事を選び、それに対する感想等を書いて発信す 

る「図書委員会 PICK UP ニュース」 

・学級文庫の本や自分で選んだ本、県の事業「選定図書学校巡回事 

業」の図書を活用した朝読書 

・国語科の授業における、図書資料を基に授業のねらいに即した独 

自教材の作成 

・社会科や総合的な学習の時間における、調べ学習に必要な情報を 

図書資料、インターネットで収集し行う、新聞づくり等の活動 

※過去の受賞歴なし 

校長 

村田 好史 

 

 

学級数 

１０学級 

 

生徒数 

２６９名 



 

 

 

 

 

子供の 

読書活動 

優秀実践校 

文部科学 

大臣表彰 

福井県立 

高志中学校 

・高等学校 

 
(福井市御幸 

2丁目25番8号) 

・年３回の朝読書の実施（各２週間程度の１０分間朝読書） 

・校内ビブリオバトル大会の実施（中高合同開催）  

・本紹介リレーの実施（図書委員による企画。教員がリレー方式で次々

に本を紹介）  

・広報誌「図書館だより」（毎月）の発行  

・図書委員によるポップ飾り付け（本の内容が分かり貸出し促進）  

・中学校課題研究授業「高志学」における図書館を利用（中学）  

・ＳＧＨ、ＳＳＨ等の課題研究に図書館を利用（高校） 

・ＳＳＨ、ＳＧＨ図書コーナー、英語図書コーナーの設置、分類ごとの

表紙見せ棚設置 

・図書委員が選ぶ「わたしの本棚」コーナーの設置  

・ライブラリーライブの実施（邦楽部、教員の演奏等 年３，４回） 

・外部講師による図書館講座の実施（年１回）  

・ブックハンティング（生徒による図書購入） 

・授業や課題研究授業で利用する専門書を県立図書館等から団体借受 

・様々な取り組みにより、2年前に比べ、貸出冊数が大幅に増加 

（H27 4,086冊→H29 4,840冊）一人当たり  5.8冊  高校はクラス数減 

（H27 2,513冊→H29 7,259冊）一人当たり27.0冊 中学はH27年度～ 

※読書活動実践優秀校 文部科学大臣表彰 高志高校 平成12年 

 

校長 

平松 正尚

（高校）     

山川 満寛

（中学） 

 

学級数 

２１学級 

（高校） 

９学級 

（中学） 

 

生徒数 

７８３名 

（高校） 

２７０名 

（中学） 

 

（毎年、４月２３日 子ども読書の日記念「子どもの読書活動推進フォーラム」（東京）で表彰） 


